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令和８年３月 1日発行 

学校教育目標 
 人間尊重の精神を基盤として 

・学びの楽しさを知り、自分から学びに向かう生徒を育成する 

   ・自分自身や周りの人を大切にできる生徒を育成する 

 

校長室から 
今年度も３月を迎え、３年生は進路決定に向けた締めくくりの

時期を、1・2年生は進級を控えた大切な時間を過ごしています。 
公立高校の入試が終わればすぐに卒業式です。巣立っていく 3

年生の手許に学校だよりが届くのもこの 3 月号が最後になります。
皆さんにとって、この 3年間はどんな時間だったでしょうか？ 
ここで、卒業を間近に控えた３年生の皆さんにお願いがありま

す。卒業までの間に、金岡南中学校で過ごした３年間を振り返
り、心に浮かぶさまざまな出来事を整理してみてください。思ったこ
と、感じたこと、嬉しかったこと、悲しかったこと、成功や失敗、身につ
けた力、学んだこと…。どれも皆さんを成長させた貴重な経験です。 
人の記憶はとても繊細で、時間が経つにつれて形を変えたり、薄

れてしまうことがあります。今は鮮明に覚えていることも、年月とともに
感覚が薄れ、曖昧になってしまうかもしれません。だからこそ、義務
教育修了という大きな節目に一度、想い出を整理すれば、それは
一生消えない確かな記憶として、皆さんの心に刻まれるはずです。 
間もなく皆さんはそれぞれの道を歩み始め、さまざまな場面で多く

の決断を下すことになります。そのとき、皆さんが心に留めている記
憶は、きっとザ・金岡南で過ごした日々からから受け取る、あなたを
支えてくれる大切な宝物になるでしょう。 

校長室から ２ 
 今年も高校などの入学試験に先立ち、模擬面接
試験を行いました。多くの生徒が真剣に取り組んでく
れました。面接の中で「将来の夢や希望」を尋ねたとこ
ろ、「人の役に立つ仕事をしたい」という答えが多く寄
せられたことを、とても嬉しく思っています。 
 青年海外協力隊員として発展途上国の学校で数
学を教えていた知人がいます。知人はある日、「ごちそ
うがある」と幼い生徒の家に招かれ、「ネズミのスープ」
を振る舞われました。鍋に浮かぶネズミに驚いた知人
の表情を見たその生徒は、深く悲しそうな目をしたのだ
そうです。自分の力不足を恥じた知人は、衛生や医
療の面でも子どもの役に立ちたいと考え、帰国後、母
校の医学部に入り直し、医師になって海外での活動
を続けました。現在は著名な児童精神科医として、
日本の子どもたちのためにも活躍しています。 
 ザ・金岡南で学んだ素晴らしい力を持つ皆さんなら、
いくつになっても学び続け、成長し続けることができるは
ずです。「人の役に立ちたい」という今の志を、どうか大
切に胸に抱きながら歩んでいってください。 

卒業式と花束 
 着任以来、卒業式で語られる、これまで大切に育んでくださったご家族への感謝や、未来への希望に満ちた卒業生の言葉を耳に
するたびに、私は幸せな気持ちに満たされてきました。母校を巣立つ卒業生を見送るグラウンドは、友人との別れを惜しむ光景やご
家族との写真撮影など、３年間の学びを振り返るかけがえのない時間が流れる空間となります。その一方で、教職員への花束やバ
ルーンブーケなどが年々華美になる傾向が見受けられます。卒業式は学校教育における最も重要な儀式的行事であり、私たち
「ザ・金岡南」は、何よりも「厳粛であること」、そして「全生徒が等しく主役であること」を大切にしたいと考えております。 
 つきましては、ご家庭の経済的なご負担や一部の過熱化を避けるため、教職員等への花束などの贈呈は一律にご辞退させてい
ただきます。生徒たちの門出を祝うお気持ちは、式典に臨む真摯な姿勢や心のこもった言葉として届けていただければ幸いです。 
 生徒一人ひとりが輝く、あるべき卒業式の姿を共に創り上げるため、今後とも皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

テニアン島と依存症 
 私の伯父は青春時代のほとんどを先の大戦
の戦地で過ごした人でした。晩年、語ることの
多くは戦場での出来事で、しかも同じ話が何
度も繰り返されるため、実の弟である私の父で
さえ、話が始まると何かと理由をつけて席を外
したものです。伯父は転戦の末、南太平洋に
浮かぶテニアン島で終戦を迎えました。テニアン
では 1944年 8月、日本軍将兵約 8100人
が玉砕し、組織的抵抗は終わります。その後、
島はアメリカ軍の飛行場として整備され、
1945 年 8 月に広島と長崎へ原爆を投下し
た B29爆撃機が飛び立った場所として、歴史
にその名を刻んでいます。 
 伯父は、その玉砕の島で終戦の日までジャン
グルに潜み、アメリカ軍と対峙していた 313 人
の生還者の一人でした。生前、大正生まれの
男性としては珍しく煙草を吸わない人で、理由
を尋ねると、返ってきたのは「煙草をやめられず
に死んだ人を見てきたから」という言葉でした。 

 降伏までの間、密林の闘いが続き戦死者
が相次ぐなかで、一番多かったのは、たった
１本の「煙草の吸い殻」を手に入れるために
夜陰に紛れて敵陣に忍び込んだものの、見
つかって撃ち倒された人たちだったそうです。 
 生き延びるための食糧備蓄はあるなかで、
自分の命を代償にしてまで求めたのは、煙
草、つまり依存対象そのものです。強いストレ
ス下では依存傾向が強まることは心理学的
にも明らかですが、命を賭してまで敵兵の吸
い殻を拾いに行く話には衝撃を受けました。 
 この話は依存症の恐さを伝えてくれます。
有名スポーツ選手や芸能人、財界人が違
法薬物に関わったという報道が今も後を絶ち
ません。一度深みにはまると、富や名誉どこ
ろか、命さえ失いかねないと理解していても
抜け出せないーそれが依存症です。皆さんに
は、違法薬物などの危険性を正しく理解し、
日々の生活を充実させ、何ものにも依存し
ない生き方を選んでほしいと願っています。 

３月の予定 

３日 特別選抜合格発表 

４日 公立一般選抜出願（～６日） 

 見守る DAY 

６日 3年生を送る会 

１０日 生徒会選挙 

１１日 公立一般選抜 

１２日 卒業式予行 

１３日 卒業式 

１７日 不審者対応訓練 

１９日 公立一般合格発表 

２３日 大掃除 2年生ダンス発表会 

２４日 修了式        

２５日 公立 2次選抜     

２６日 公立 2次発表     

    ※４月３日 入学式 

      ４月８日 始業式  

明るい未来 

 ３年生の進路が決まる時を迎えました。生徒本人の努力はもちろん、ご家族をはじめ周囲の皆さんの理解と協力を得ながら、進む道が拓かれたことと

思います。これまでの積み重ねが実を結び、生徒の皆さん一人ひとりが自分らしい明るい未来に向けて羽ばたいていくことを心から祈っています。 

ホームページのご案内 

 金岡南中学校ホームページは随時更新しています。次の URL または QR コードから最新の金岡南中学校の姿を 

ぜひご覧ください。        （URL https://www.sakai.ed.jp/weblog/index.php?id=sakai114 ） 



 


